
掘る面積や体積が多い

②硬い地層になったら、ライ
ナープレートに替わって、コン
クリートを吹き付け、壁の崩落
を防ぎながら掘り進めます。

③掘り進んでとても硬い地層
を確認したら、掘るのは終了
です。

④掘り終わったら、杭の中に鉄
筋を組み立てて、コンクリート
で固め、深礎杭の完成です。

一般的な基礎
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     第43号

①柔らかい地層を掘るときは、５０ｃｍ掘るご
とにライナープレート（鋼製の波板）を取り付
けることで、「円形の構造」で壁の崩落を防ぎ
ながら、繰り返して掘っていきます。

　地下に掘っていく深礎杭なので、杭の中に入
る作業員が安全に仕事をするために、新鮮な空
気を送風機で送りながら作業をします。

大口径深礎杭

小口径深礎杭

深礎杭

杭の部分だけ掘ればいい！

柔らかい地層

硬い地層

約12.0m

約12.0m

④掘り終わった後、
鉄筋を組立、
コンクリートを
　　打設します。

橋　脚

とても硬い地層
（支持地層）

橋脚

②吹付けｺﾝｸﾘｰﾄ
硬い地層へ湧き水や小石が落ちてこ
ないよう、吹付をして保護します。

③巻立ｺﾝｸﾘｰﾄ（ｶﾞｲﾄﾞｳｫｰﾙ）
柔らかい地層（坑口）が崩れ
ないように保護します。

①ライナープレート
柔らかい地層（坑壁）が崩れな
いように保護します。
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　高さ２８ｍの基礎の場合、従来工法では６回
（１リフト５ｍの為）かかるところ、ＣＦ工法で
は２回（１リフト１４.４ｍ）でコンクリートの打
設ができます。
　従来の工法では型枠組立完了後にコンクリート
を打設するので、１回で５ｍが限度でした。
　ＣＦ工法では打設を行いながら型枠を組立てい
く為、高リフト（１回の打設の高さ）の打設がで
きます。

１リフト目の脱枠状況。
とてもきれいでした。

　側面の開口（型枠を順次組み立てるので、開口が
取れる）より生コンの締め固め作業を行います。
　直接目で見るので、確実な作業が出来ます。

　型枠組立は従来の工法に比べ、パネルを組み立てて
いくだけなので、専門技術者（大工さん）でなくても
作業ができ、バラツキのない良い仕事ができます。

　キャンバー及びパネルは、従来工法
に比べて再利用が可能なため、環境に
も優しい工法です。
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